
 

４ 就労支援 

○ 平成 23 年度(平成 24 年３月)に県立特別支援学校高等部を卒業した生徒の一般企業への就職率は、全体で 37.4%であり、全国平均の 24.3%と比べると高い数値

となっているが、就職率がここ４年間、40％を下回る状況となっている。 

○ 各学校では、働く態度や知識、技能を身に付ける「作業学習」や「現場実習」を実施している。作業学習では、各学校が就労現場に必要となる内容を盛り込ん

だ作業種目を工夫したり、現場実習では、教員が直接企業や施設等に出向いて実習のサポートをしたりするなど、職業自立を目指した指導を行っている。 

○ 各学校では、実習先や就労先（一般就労も福祉就労も含む）確保のため、教員が事業所（企業や施設等）に電話連絡や訪問をして実習の依頼をしている。 

○ 今後は製造業中心ではなく、流通・サービス業など幅広い業種へ就職先を拡大していくことが課題である。 

○ なお、障害者の法定雇用率（民間企業）が平成 25 年 4 月 1 日から 1.8％から 2.0％に引き上げとなるが、現在、県内企業の実雇用率は 1.61％（平成 24 年 6 月

1 日現在）と法定雇用率を下回っている。 

【高等部卒業後の進路】 
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【職業教育、進路指導の取組】 

【就職者の業種別割合（平成 23 年度）】 

 製造業 サービス業 卸・小売業 運輸・通信業 その他 

本県(県立) ５１．２ ％ １６．７ ％ １７．８ ％ ４．２ ％ １０．１ ％

全国(国公私立) ２５．９ ％ ２６．５ ％ ２２．４ ％ ５．０ ％ ２０．２ ％

【障害者の法定雇用率と実雇用率】 

※一般就労：民間企業等で雇用関係に基づき働くこと 

※福祉就労：障害者支援施設等で就労すること 

【実習先や就労先の確保の例（H23：県立佐織養護学校）】 

 

Ⅲ 特別支援学校における教育 

キャリア教育推進事業（平成 23 年度から） 

県立学校における職場実習 長期間現場実習 
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実雇用率（H24.6.1 現在） 
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